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Ｉ。はじめに

多文化共生社会を前提と
した社会においては，

多様なレベルでの個人や諸集団の紛争（1）を解決
する具体的方策を提

示し，交渉と合意の中で意思

決定を行うことが重要な市民的資質となる
。本稿

は，このような問題に関して，匚合意形成」とと

もに個
人や集団の厂安全保障」による紛争解決を

目指したアメリカのプログラム“Conflict in

Context: Understanding Local to Global Security
。（2）

（以下
，“Conflict in Contextつの分析を通じて，

多文化共生時代の紛争解決能力の育成方法につい
て示唆を得るものである。
合理的意思決定能力の育成や社会的論争問題を

扱ったプログラムは数多くある
。例えば, 1960年

代後半のD.W.オリバーらの『公的論争問題シリー

ズ』（3）から始まったハ
ーバード社会科の流れは，

厂共有すべき価値」が崩壊しつつあった1960年代

のアメリカで
，伝統的価値観に替わって匚法的思

考
」や厂法的手続き」を中核にした合意形成を目

指してきた
。この種のプログラムは，対立する価

値観に基づく論争解決に
一定の有効な手段と見ら

れてきたが
，一方で現実の対立状況が内包する社

会的
・歴史的文脈を捨象し，単純化された価値の

対立に還元するという問題点があった。

また, 1980年代
～90年代に盛んに提唱されたロー

ル・プレイやシミュレーション教材９は，様々

なアク
ティビティを通して，クラス内などの身近

な人間関係における紛争解決の方法を学ばせたｏ
しかしながら，この種の実践も，現実社会の歴史

-

的
・社会的文脈を捨象している上，あくまでバー

チャルな解決であり
，現実的な政治的・社会的プ

ロセスの方策を習得できないという問題があった。

これらの実践に対し, "Conflict in Conteχt’帽ま
，

現実社会の社会的
・歴史的文脈の困難さを踏まえ

て
，「‾合意形成」だけでなく，価値観の異なる個

人や集団の
匚安全保障」による共存という，より

現実的で実効性のある紛争解決のあり方を示して
いる

。その上で，①紛争の解決に関する概念形成

と具体的技能の育成
，②歴史的・社会的文脈に即

した紛争の認識
，③より現実的で実効性のある政

治的意思決定の技能育成を中心に学習を構成して
いる。

本稿は
，このような特徴を持ってonflict in

Context”の内容構成と学習方法論を明らかにし
た上で

，匚合意形成」とともに個人や集団の匚安

全保障
」によって紛争解決を目指す学習論が，多

文化共生社会においてどのような意義を持つものとなるかを明らかにするものである。　（谷口）

n｡″Conflict in Context″ の全体構成

“Conflict in Ｃ
ｏｎtｅｘt” の全体構成は，【表１】

に示したLesson2
～5までの四段階からなる。段

階が進むごとに
，個人・地域レベルから国家レベ

ル
，国際レベルへと紛争問題の解決の次元が上昇

し，様々 な社会的レベルにおける紛争や「安

全
？についての考察を深める構造になっている。

それとともに
，各単元の多くは，紛争問題を分析

し，解決方法を導くよう構成されている。
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紛争解決のための基本的概念と技能の習得を目

指すLesson2では，以後の段階での基盤となる基

本的な概念や技能の習得を目指し，紛争の構成要

素，紛争がエスカレートする順序，状況に合わせ

た和解や交渉の方法といった，紛争解決のための

基本的な概念と技能が学習される。

Lesson3では，安全の概念とその多様な側面を

探究し，それを自身の個人的生活や地域に関連づ

けるための学習活動が設定されている。

【表1 】"Conflict in Context″ の全体構成

＜紛争解決 のための基本 的概念の探究＞

Lesson 2-1 私た ちの差異を知 る

Lesson 2-2 紛争をコ ントロ ールす る

Lesson 2-3 紛争 の展開を探 る

Lesson 2-4 紛争 の５つ の側面

Lesson 2-5 多楡 吐と紛争

Lesson 2-6 Walking the Talk : 車 の相乗 り

Lesson 2-7 様々な和解 の方法

Lesson 2-8 実効的な交渉のカ ギ

＜個人的・地域社会的視点 ＞　「 安全」 概念の学習

Lesson 3-1 安全と危険を思い描 く

Lesson 3-2 安全とは

Lesson 3-3 私の生活の中の安全

Lesson 34 異なった視点

Lesson 3-5 私の住む地域の安全を地図で表 す

Lesson 3-6 あなたの住む地域 はどれくらい安全 ？

＜国家的視点 ＞　紛争問題 に関 わる外 的諸要因 の考察

Lesson 4-1 安全とメディア：プロパガ ンダ と優先 順位

Lesson 4-2 メディア：敵か見方か ？

Lesson 4-3 国家安全保障：アメリカ合衆国 憲法

Lesson 4-4 国家安全保障と世論－ アメリカ の場合

Lesson 4-5 銃かバターか？

Lesson 4-6 貧困とは何か？

Lesson 4-7 アメリカの子ど もたち はどれだけ安全 か？

＜国際的・地球的視点 ＞　社 会的 ・歴史 的文脈を踏まえた
具体的な紛争解 決のケース・スタディ

Lesson 5-1 戦争や侵略を我々 はどう定義してい るか？

Lesson 5-2 世界的な紛争を地図に表す

Lesson 5-3 様々な国の安全度を評価する

Lesson 5-4 1999年の世界の状況

Lesson 5-5 安全の機会均等一事実か虚構か

Lesson 5-6 核兵器

Lesson 5-7 世界人権宣言

Lesson 5-8 戦争，平和，人権：子 どもたちの声に耳を傾ける

Lesson 5-9 政治風刺漫画と国連

Lesson 5-10 労働者の権利を守る国連 の努力

Lesson 5-11 少年 兵

Lesson 5-12 地雷 一戦争の後

Lesson 5-13 天然資源と安全保障

Lesson 5-14 多 国間交渉

Lesson 5-15 自由貿易／公平貿易:WTO の勝者 と敗者

Lesson 5-16 債務救済のための国際首脳会談

Lesson 5-17 経済制裁： シミュレ ーショ ン

Lesson 5-18 内戦

Lesson 5-19 グローバリゼー ショ ンとは何か ？

“Conflict in Context ”pp.3-4 よ り筆 者 作 成 。

-

Lesson4では，国家レベル，すなわちアメリカ

国内の安全に焦点が当てられ，周りを取り巻くメ

ディアや世論，公共政策形成のための諸要素から

も紛争問題の発生及び解決について考察される。

最後のLesson5では，ここまでに習得した問題

解決の方策を統合し，戦争の脅威や経済格差など

｢世界の人々の安全に重大な影響を及ぼす幅広い

問題言 の解決を考える学習が用意されている。

(長田・谷口)

Ⅲ。紛争解決の概念形成と技能育成の段階

Lesson2は，紛争解決に必要な概念や技能の習

得を目指す，以下の四つの学習に分類できる。

①紛争解決のための基本的考え方
L2-1「私たちの差異を知る」

L2-2「紛争をコントロールする」
②紛争を理解・分析するための視点
L2-3「紛争の展開を探るL2-4 「紛争の５つの側面」
L2-5「多様性と紛争」

③対立の解消と合意形成のためのプロセス

L2-6「車の相乗りJ L2-7「様々な和解の方法」
④交渉を成功させるためのカギ
L2-8「実効的な交渉のカギ」

１。紛争解決のための基本的考え方

①は，「紛争解決のための基本的考え方」を学

ぶもので, Lesson2-l 「私たちの差異を知る」 と

Lesson2-2 「紛争を コントロールする」 の二つ が

これにあたる。これらは，紛争が互いの差異から

生じるということと，紛争解決のためには，出 問

題を特定する, (2)他者の視点を持つ, (3)お互いに

利かあるような解決策を模索する, (4)お互いに有

効に働くような解決方法を見つける, (5)紛争解決

のための実施計画を作る，という過程が必要であ

ることを学ぶ。しかしながら，これらは，あくま

で理念的なものであって，従来のシミュレーショ

ングーム等 の紛争解決プロ グラ ムと大差ないｏ

“Conflict ｉｎ Context" がこれまでの類似のプログ

ラムと異なる点 は, Lesson2 を構成する他の三点，

すなわち②～④にあるといえる。

２。紛争を理解・分析するための視点

Lessson2-3～2-5では，以下に示したような諸概

念を中心に，紛争の段階や諸側面，及びそれらの

背景要因としての多楡歐について学習させる。

Lesson2-3 匚紛争の展開を探る」では，紛争が
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生じ，最終的には身体的攻撃にまでエスカレート

する一般的な過程を，物語や歴史教材，実際の紛

争事件の事例分析によって考察させている。

L. 2-3 「紛 争の展開を探る」（紛争が エスカレ ートする 順序）

1. 自覚・意識 や明快さ， 情報の欠如

2. 情報 の誤 り

3. 意見 の相違

4. 意見 の不一 致

5. 言い争い

6. 論争・ 口論

7. 言葉 による脅 し・威嚇

8.威 嚇的な 態度や表情

9. 言語的・心 理的な攻撃・悪口

10. 身体 的行為 による攻撃・虐待

L。2-4　厂紛争の５つの側面」（紛争 の社会的・歴史的文 脈）

1. 誰 が／どれだけの集団か関わっているか ？

2. 紛争 の原 因は何か？何を めぐって争ってい るのか ？

3. 争 ってい る集団間の関係性

4. 紛争 の歴史 はどうなっているか ？

5. プ・ セス：紛争 にどう対処するか？

L. 2-5　厂多 様性と紛争｣

(紛争をエ スカレ ートさ せる要因としての多様性)

・多 様性（差 異） は， しばしば紛争 のエ スカレ ートを招 く。

・　匚誤 解」 や「偏見」，「言 葉による攻撃」が ある時， 多楡|生

は紛争 へとエ スカレートする要因となる。

つづくLesson2-4 匚紛争の５つの側面｣ では，

紛争の(1)関係主体, (2)原因, (3)主体間の関係性，

(4)歴史的経緯といった様々な側面 によって，紛争

の特質や(5)解決の見通しが大きく異なってくるこ

とを理解させる。具体的には，紛争の各側面を説

明するためのスキットづくりを通して，諸集団の

持つ社会的・歴史的文脈による紛争の多様な特質。

【表２】紛争解決過程のタイプとその特徴

対処法の多槍 院を理解するｏ

さらにLesson2-5 匚多 様性と紛争」 では，先の

Lesson2-lや2-3を踏まえ， 多様性は， 匚誤 解」 や

匚偏見」，厂言葉による攻撃」によって，紛争をエ

スカレートさせる要因となることを理解する。

３。対立の解消と合意形成のためのプロセス

Lesson2-6～2-7で は， 先 のLesson2-3 ～2-5で 学

んだ視点を用いながら，異なる立場の人々の間で

の交渉や合意について考察させている。

Lesson2-6 匚車 の相乗り］ は， 大気汚染削減の

目的で車の相乗りを市民に強制する状況を通して，

強制力を持った交渉や譲歩の過程での妥協点を，

ロール・プレイをしながら模索させている。

また, Lesson2-7 匚様 々な和 解の方法」 では，

紛争解決のコントロール主体は誰か，解決の過程

は自発的か強制的かなどの視点により，紛争解決

過程は，【表２】 に示したような ９つのタイプに

分けられること，紛争のレベルや社会的・歴史的

文脈の違いによって最適な解決の方法があること

を学習する。さらに宿題では，個人間，地域，国

際の各レベルにおける仮想の紛争シナリオを分析

し， どのような紛争解決策が最も効果を発揮する

かを判断・説明するような学習活動を行っている。

紛争 解決 過程 意思決定主体
紛争解決過程 の

コント ロール主体

自発的か

強制的か

注目 する点

(関係性 か問 題か)

当事者の行動喚起 による紛争解 決(initiate) 当事者 当事者 自発的 関係 性

当 事者同士の意思疎通 による紛争解 決(communicate) 当 事者 当事者 自発的 関係性

第三者の仲介による紛争解決(conciliate) 当 事者 第三者 自発的 関係性

第三者の援助による当事者同士 の紛争 解決(facilitate) (当 事者) (第三者) (自発的) (関係性)

当 事者同士の公的交渉 による紛争解決(negotiate － formal) (当 事者) (当事者) (自発的) (関係性)

第三 者主 導の公的交渉 による紛争解決(mediate) (当事者) (第三者) (自発的) (関係性)

当 事者が 第三者の判断を仰ぐ形 の紛争解決(arbitrate) (第三者) (第三者) (自発的) (関係性)

第三 者の公的裁定による紛争解決(adjudicate) (第三者) (第三者) (強 制的) (両者)

政 府や国 際機関による新ルール制定を通じ た紛争解 決(legislate) (第三者) (第三者) (強 制的) (問題)

“Conflict in Context" プ リント2-7a より筆者作成。 なお, facilitate以降 は記載 がないため，０ 　は筆者が推測。
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４。交渉を成功させるためのカギ

最後 のLesson2-8 厂実効的な交渉のカギ」 は，

最適な紛争解決の方法をより有効なものにするた

めのカギ（下記 Ａ～Ｋ） についての学習である。

学習者は，紛争解決 の当事者たちが，実際の交渉

においてどのような技能や姿勢を使用したのか，

それらがどのように交渉を有効に進めるカギとなっ

たの かを分析 す る。　　　　　　　 （長 田・谷 口）

Ａ.交渉に同意する。
Ｂ.解決法の選択肢を探すのをいとわない。
Ｃ.立場と利益を見極める。
Ｄ．目標を確認して明らかにする。
Ｅ.価値の相違を尊重する。

F. 積極的・建設的な雰囲気を作り出す。
Ｇ.立場を逆にして考えてみる。
Ｈ．明解にするための質問をする。

I. 両者の重要な要求を含む形で質問を構成し，提示する。
J. 同意できる範囲とできない範囲を明らかにする。

Ｋ．“はい”が いいえ”で答える必要のある具体的な提案を
する。

Ⅳ｡ 紛争解決と「安全」概念の学習の段階

以上のような紛争解決のための基本的概念や技

能の学習に続いて, Lesson3 で は， 【表 ３】 に示

したような「‾安全」の概念が学習される。 ここで

言う 厂安全」とは，いわゆる 厂国家安全保障」の

意味での 厂安全」 に限定 されるものではなく，個

人が生きていく上で必要と考えられる 匚人間の安

全保障」概念に基づくものである。本プログラム

では，人々の持つ差異・多様性が紛争の発生・激

化の要因になるという考え方を示していた。しか

しながら, Lesson3 以降で展開される， 様々な地

理的レベルでの紛争の解決を考える学習 にあたっ

ては，紛争の原因をより具体的な形で分析するこ

とが重要となる。そのため，個人の多様な具体的

ニーズを安全の概念によって示し，紛争の原因を

分析するための視点として学習させていると考え

られる。

Lesson3 は， 個人 ・地域レベルでの紛争解決を

学習する中で， 自分自身 の視点から(Lesson3-l

～3-3), 他者の視点から(Lesson3-4), 地域の視

点から(Lesson3-5 ～3-6) 安全保障を考える三段

構成となっている。

Lesson3-2で【表 ３】 に示 したような個人 の安

全（保障）の様々な側面を学んだ上で，それらの

重要性は，地理的・社会的背景や文化などの違い

により，個人 によ って異なることがLesson3-4 で

【表３】個人の安全の類型

安全 の類型 安全の具体例

健康上 の安全 栄養。風雨 から身 を守る住 まいや衣 服。 伝染 病

予防。 病気の治療。

身体的安全 傷害や虐待，暴力， テロから恒常的 に身を守 る

法制度や規律。

精神 的安 全 所 属感覚。 愛し愛さ れて いる感覚o 他者 からの

承認。 家族や友だ ち，大人， 同級生，仕事仲 間

との健全 な人 間関係。

教育 開発上 の

安全
教育 の機会。 学んで目標を達成 し， 社会 に貢献

する機会 と自由。

文化的安全 文化的 アイデンティティや価値， 伝統に対する

承認。 民族的，人 種的，宗教的， ジェンダー的

アイデ ンテ ィティに対する尊重 と法的な 保護。

文化的アイデ ンティティに関わ らず， 社会参加
できる自由。

政治的安全 政府か国民 に与え る保護や安全の度合い，国 境

を 越え る脅威か らの保 護。 意思決定にお ける市
民 の権利 や参加の質 や度合い。

経 済上 の安 全 職業訓 練や職能開発 の機会。 適正 な生活水準を

保て る賃 金や就労の機会。 高齢者 や病人，障か
い者，子 どもに対 する援助。

環境上 の安全 環境危機 や環 境有害物質か らの保 護。安 全でき

れいな空気，水， 食料 の提供。安 全で衛生 的な
居住環境の提供。

“Conflict in Context” プ リント3-2a より筆者作成。

は 学 ば れ る 。 そ し て ， 自 分 た ち の 地 域 に と っ て の

安 全 を 考 え ， 安 全 上 の 問 題 の 解 決 を 図 る 学 習 が ，

Lesson3-6 で は 行 わ れ る 。 こ こ で 学 習 者 た ち は ，

ま ず ， 人 々 の 安 全 に 影 響 を 及 ぼ す 地 域 の 様 々 な 状

況 に つ い て 明 ら か に す る た め ， 数 量 的 デ ー タ を 収

集 す る 。 次 に ， デ ー タ か ら 明 ら か に な っ た 状 況 を

分 析 し ， 安 全 の 観 点 か ら 問 題 が あ る と 考 え ら れ る

部 分 に つ い て ， 解 決 ・ 改 善 の た め の 提 案 を 考 え る 。

最 後 に ， そ の 提 案 を 地 域 の 行 政 当 局 や 民 間 セ ク タ ー

な ど に 伝 え る 。 こ れ に よ りLesson3 で は ， 人 々 が

求 め る 多 様 な 安 全 や ， 地 域 社 会 の 安 全 に 関 わ る 状

況 を 分 析 す る 能 力 を 育 成 し て い る 。　　 （長 田 ）

Ｖ。国家・国際レベルの紛争解決への応用

１．安全保障の対象・類型と単元構成

ここまでに学習してきた紛争観や，紛争解決に

必要な概念や技能を，国内政治や国際社会の多様

な安全をめぐる紛争に適用していくのが, Lesson

４と5である。ここでは，より典型的なLesson5に

おける安全（保障）と紛争解決のための学習方法

論について検討していく。

すでに確認した通り，本プログラムは, Lesson

３において個人の安全及び地域レベルでの安全に
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ついて学習 する。一方, Lesson4 では，国家レベ

ルの安全 について学習す る。 例え ば, Lesson4-5

では，合衆国憲法前文に記された「‾共同の防衛」

と「‾一般の福祉」 の理念を対比させる形で，国家

の安全と国民の安全について考えさせている。そ

れに対してLesson5 で学習する安全とは， 国家の

枠 にとらわれない特定の個人や集団の安全であり，

国家 の安全ではない。 【表 ４】中の安全保障の

匚対象者」 が示す通り， 国際レベルの安全 に関す

る問題も，結局はどこかの具体的な個人や集団に

表出すると捉えている。つ まり，旧来の国家安全

保障では，個人を国民として抽象的に捉えること

により，国家と個人を二重写しにした形で国家間

の安全保障を図ってきたのに対し，ここでは，そ

れぞれ固有で多層的な文脈を持つ国家や地域の中

に生きる個別具体的な個人や集団の安全に焦点を

当て，国家以外も安全提供の主体として関わりな

がら，各個人・集団の安全の実現を図る，いわゆ

る　匚人 間 の安全 保 障」（7）の立 場を と って い る

（【図１】参照）ｏ それゆえ, Lesson5 の単元 は。

【表 ４】の通り，経済上や教育開発上の安全保障

など, Lesson3-2 の個人の安全の類型（【表３】）

に即した内容となっている。

本Lesson5 で は， そのような特定の個人や集団

の多様な安全が脅かされることで，様々な形の紛

争へ展開してい くことが, Lesson5-2 で学習され

る。 これは，紛争が，安全保障に関する他者との

対立や，安全保障上必要な要素の欠如・不足から

生じるとする捉え方であり，それを解決するには，

侵害されている安全の保障をしなければならない。

【表4 】Lesson5 各単元における安全保障の類型と対象

単元名 および内容
安全保障

の類型

安全保障の対象

対象

範囲
対象者

L5-1 : 戦争 や侵略を私たちはどう

定義 しているか？

(戦争の専門的定義)

全ての

安全保障

国際

社会

全て の

人 々

L5-2 二世界 の紛争を 地図に表す

(安 全との関わりで生ず る紛争 の

世界的な傾向)

全て の
安全保障

国際

社会

全て の

人 々

L5-3 : 国の安 全度を評価する

(世界各国 の安全 の度合い)

全て の

安全保 障

世界

各国

全 ての

人 々

L5-4 :　1999年 の世界の状況

(各国の安全 の相対的評価及 び人

権と の関係)

全て の

安全保 障

世界

各国

全ての

人々

L5-5 : 安 全の機会均 等

(女性の平等・不平等 と，安 全に

影響を与える要素)

全て の

安全保障

国際

社会
女 性

L5-6 : 核兵器

(核兵器 と各安 全保 障との関係，

日常生活 への影 響)

身体的

安全 保障

国際

社会

全ての

人々

L5-7 : 世界人権宣言

(世 界人権 宣言 か掲げる人権，人

権意識 の相対 性)

全て の

安 全保障

国 際

社 会

全て の

人 々

L5-8 : 戦争，平 和，人 権：子ど も

たちの声に耳 を傾ける

(大量破壊兵器の脅威と，子 ども

たちの安全保障，人権を守 る国際

法や国際法廷)

身体的

安全保障

国際

社会
子 ども

L5-9 : 政 治風刺漫画と国連

(国連 の基本的な機能 と，政治風

刺漫画 の働き・手法)

全て の

安全保障

国際

社会

全て の

人 々

L5-10 : 労 働者 の権利 を守 る国 連

の努力

(労働者 の権利 と， それを 守る各

国際機 関の機能)

経済上 の

安全 保障

国際

社会
労働者

L5-11 : 少年兵

(少年兵問題 と， それを 解決する

ための政治 的行動)

身 体的， 教

育 開発上 の

安 全保障

紛争

地域
子ど も

L5-12 : 地雷＝戦争 の後 も！

(地雷 をめぐる問題と， その国際

レベルでの解決法)

身体的

安 全保障

紛争
地域

全て の

人 々

L5-13 : 天然資源 と安 全保障

(天然資源の世界的分布 と人 々の

安 全保障との関係)

経済上，

環境上の

安全保障

世界

各国

全て の

人 々

L5-14 : 多 国間交 渉

(環境問題を めぐ る多国 間交渉 と

合意形成)

環境上 の

安全保障

世界

各国

全て の

人 々

L5-15 : 自由貿 易／公平貿易：WT

Ｏ の勝者と敗者

(世界経済 と国際機 関の働き， 世

界へ の影響)

経済上 の

安全保 障

国際

社会

全ての

人々

L5-16 : 債務救 済 のた めの国際 サ

ミット
(発展途上 国の経済発展や教育 開

発を促進 する方 策)

経 済上，

教育 開発

上 の安 全

保障

発展

途上 国

全て の

人々

L5-17 : 経済制裁：シミュレーション

(人権 侵害国家に経済制裁を課す

にあだっての判断)

経済上 の安

全保障と他

の安 全保障

(の対立)

圧制

国家

全て の

人 々

L5-18 : 内戦
(内戦の発生，複雑化の背景要因

と， その解決の方途)

全ての

安全保障

紛争

地域

全て の

人 々

L5-19 : グロ ーバリ ゼー ショ ンと

は何か？

(グローバリゼ ーショ ンがもたら

す変化や影響)

全て の

安全保障

国際

社会

全 ての

人 々

“Conflict ｉｎ Ｃｏｎtｅｘt” pp.1 1 1-206よ り筆 者 作 成 。

そ の た め に は ， ま ず ， 匚誰 」 の 匚何 」 を 安 全 に す

る の か を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 そ れ が 【 表 ４ 】 中

の 厂安 全 保 障 の 対 象 」 と 匚安 全 保 障 の 類 型 」 で あ

り ， こ の 二 点 が 具 体 的 に 明 ら か と な る 内 容 で な け

れ ば ， 単 元 と し て 成 り 立 ち 得 な い 。 さ ら に は ， 各

単 元 の 中 で ， 安 全 を 脅 か し て い る 要 素 の 分 析 ・ 評

価 や ， 安 全 の 提 供 主 体 と 方 法 の 選 択 等 が 為 さ れ な
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ければ，安全をめぐる紛争の解決を考える学習と

はならない。したがって，安全保障に関するこれ

らのいわゆる 匚5W1H」的な視点は，各単元の内

容を構成するにあたって必要不可欠である。

このようにLesson5では，国際社会の中で安全

が脅かされるのは国家ではなく，個人や特定集団

であると捉え，具体的な安全保障の対象と類型に

即して，紛争解決の方法を考えるよう構成されて

いる。

２。紛争解決の学習と単元構成

次に各単元における紛争解決の学習過程につい

て検討する。例えばLesson5-8 は， ①大量破壊兵

器や 厂子どもの権利条約」の理解，②大量破壊兵

器が子どもの安全に及ぼしている影響や，厂子 ど

もの権利条約」をめぐる状況の評価，③国際法廷

を利用して，どう子どもの安全を守れるかの分析，

④陳情書の執筆とその内容を評価する会議の開催，

といった構成になっている。

このようなLesson5-8 をはじめとするLesson5 各

単元の授業は，大きく分けて【表 ５】 に示したよ

うな四段階の学習過程（表中右４列）で構成され

ていると考えられる。

＜国家安全保障＞

印 彡ｓj・

安全保障関係

一　 闊 氷 上5　－

政府Ａ Xd

蔘 政府Ｂ'９

胴盟，勢力均衡）
0･ 丈冫
国民

○ ○

○ ○

国民

○ ○

○ ○

【表5 】Lesson5各単元の学習過程

Lesson2とのつ ながり L2-1～2 L2-3～5 L2-6～8

こノ こ
概念・

用語 の

理解

状況の

分析・

評価

紛争解

決の方

法

紛争 解

決の実

行

L5-1 : 戦争や侵略を私 たちは

どう定義 して いるか？
○

L5-2 : 世界 の紛争を地 図に表

す
○

L5-3: 様 々な国 の安全 度を 評
価 する

○

L5-4 : 1999年 の世界 の状況 ○

L5-5 : 安全 の機 会均 等一事 実

か虚構か
○ ○

L5-6: 核兵器 ○ ○

L5-7 : 世界人権宣言 ○ ○

L5-8 : 戦争，平 和， 人権：子

どもたちの声に耳を傾

ける

○ ○ ○ ○

L5-9 : 政治風刺 漫画 と国連 ○ ○

L5-10 : 労 働者 の権利 を守 る

国連の努力
○ ○ ○ (○)

L5-11 : 少年兵 ○ ○ ○

L5-12 : 地雷 ＝戦争 の後も！ ○ ○ ○

L5-13 : 天然資源 と安全 保障 ○

L5-14 : 多国 間交 渉 ○ ○ ○ ○

L5-15 : 自由貿易／公平貿易:

WTO の勝者 と敗者
○ ○ ○ (○)

L5-16 : 債務救 済 のた めの国

際サ ミット
○ ○ ○ ○

L5-17 : 経済制裁：シミュレ ー

ション
○ ○ ○ ○

L5-18 : 内戦 ○ ○ ○

L5-19 : グロ ーバリ ゼ ーシ ョ

ンとは何か ？
○ ○ (○)

“Conflict in Context ” pp.1 1 1-206よ り 筆 者 作 成 。 な お ，

（○ ） は 発 展 課 題 も含 め た 場 合 。

＜人間の安全保障＞

【図１】「国家安全保障」と「人間の安全保障」の違い（筆者作成）
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第
一段階では，概念や用語の理解。第二段階で

は
，状況やその背景の分析・評価。第三段階では，

紛争解決方法の分析
・評価・提案。第四段階では，

紛争解決案の実行を行う
。また，これら四つの段

階は
，先立って学習するLesson2の学習内容と対

応関係にあると考えられる
。すなわち，第一段階

は
，紛争の基本概念を示したLesson2-l～2-2,第

二段階は，紛争を分析するための視点を示した

Lesson2-3
～2-5,第三・四段階は，紛争解決の方

法や実効的な交渉のカギを示したLesson2-6～2.8
に
対応している（【表５】）。
このようにLesson5では

，学習者は,
 Lesson2で

学んだ紛争解決のための概念や技能と, Lesson3
で学んだ様々な安全の類型についての理解を活用
しながら

，具体的な安全の類型と対象が置かれて

いる状況（社会的
・歴史的文脈）に即して，その

安全を保障するための紛争解決の方法について考察していくこととなる。　　　　　（長田）

VI.紛争解決能力育成のための具体的授業展開１．単元厂内戦」の目的と授業構成

それでは, "Conflict in Context” では
，紛争の

社会的
・歴史的文脈を踏まえた紛争解決能力を具

体的にどう育成しようとしているのか
。その実際

を単
元「‾内戦」に即して検討する。

Lesson5-18匚内戦」では，紛争解決のために，

紛争の要因や展開
，影響など紛争の力学を分析す

る能力の育成を主な目的としている
。紛争の最終

的段階である内戦に焦点を当てた本単元は
，アフ

ガニスタン内戦の社会的
・歴史的文脈を分析し，

それに基づいて紛争解決のあり方を考えていく
。

授業では
，まず，内戦一般の定義づけをした後，

プリントでの学習や調査活動を通して
，アフガニ

スタン内戦の社会的
・歴史的文脈を理解させる。

引き続き
，民族・集団同士の関係性を中心とした

内戦の力学を分析させる
。次に，アフガニスタン

の内戦に関わる実際の個人の経験を教材として
，

内戦が個人にもたらす影響や
，個人が果たし得る

役割を考察させる
。最後に，それまでに学習した

ことを踏まえ
，アフガニスタンの内戦を解決する

にはどうしたらいいかを考えさせる
。このような

授業構成を表にすると，【表６】のようになる。

２。紛争解決能力育成の方略

（1）内戦
一般の定義づけと要因の考察

本単元では
，紛争の一形態である内戦に焦点を

当て
，国家間の戦争とは異なる背景を持つ内戦の

力学について学習させていく
。そのためにまず，

学習者は
，既知の内戦の例から内戦一般の定義づ

けを行う
。また，なぜ同じ国の中で人々が争うの

か
，その理由（内戦の要因）についても考える。

ここでは
，内戦の概念や特徴をより明確にするこ

とを通して
，国家間の戦争と内戦との違いを確認

させようとしていると考えられる
。

（2）内戦の社会的
・歴史的文脈の学習

内戦
一般についての理解を導入として，次に，

アフガニスタンを例に
，実際の内戦の社会的・歴

史的文脈を理解させていく
。その最初の段階とし

て
，配布プリントを用いてアフガニスタン内戦の

社会的
・歴史的文脈の理解に必要な最低限の用語

を獲得させていく
。用語の確認に引き続き，学習

者たちは
，アフガニスタンの地理的情報など国家

の概要や
，内戦史の概略について学ぶ。あわせて，

配布プリントに登場した国々や
，アフガニスタン

の主要な地点を世界地図とアフガニスタンの地図
に位置づけていく

。さらに，民族や歴史上重要な

人物を確認する
。これらの学習活動を通して，学

習者は
，各自が以前から持っている知識・理解に

加え
，アフガニスタンの地理や民族，宗教，内戦

の歴史に関する共通の基礎的理解を得る
。

次に
，アフガニスタンの人口構成（各民族が占

める割合）を調べさせた上で
，各学習者は，七つ

の民族（パシュトゥン
，タジク，ハザラ，ウズベ

ク
，トルクメン，アイマク，ペルシャ）とイスラ

ム教の二つの宗派（スンニ
，シーア）のうち，い

ずれかを選び
，専門的に調査をしていく。その際，

教師があらかじめ示す問い（【表６】中の①～④）
に
ついて考えなければならない。

このように
，ここではアフガニスタンの内戦史

（歴史的文脈）における各民族
・集団の働き（社

会的文脈）を特に理解させようとしている。

77



【表６】単元「内戦」の授業構成

学習 の段階 学習 の過程 学習方 法 具体的学習目 標 分析・考察の視点（教師 の発問）

基礎的認識・

理解の形成

(1〉内戦一 般の

定義づ けと要

因 の考察

内戦 の例を

通し た話し

合い

・内戦一般の定義

(内戦をどう定義するか ？)

・内戦の要因

(なぜ同じ国の市民同士が争う のか ？)

(2)内戦 の社 会

的・ 歴史的文

脈の学習

配布プ リン

ト による学

習 と話し合

い

・文章から情報を読 み取る。

・他 国 の地 理や文 化を理 解

す る。

・ 内戦を 招い た状況 の力 学

を 分析す る上 で基本 とな

る 考え や言 葉， 歴史を 知

る。

・ アフ ガニスタンの地理

(内戦 に関わ る国 々は， それぞ れ地 図上 のどこか ？アフガニ

スタンの主 要な地点はどこか ？)

・アフガ ニスタンの民族と歴史

(各民 族は何という名前か ？歴史上重要な人物 は誰 か？)

調 査 に よ る

認 識 ・ 理 解

の 発 展 と 分

析

インターネッ

トや文献 に

よる調査

・文章から情報を読 み取る。

・調 査を 行って データを 分

析し，情報を整理 する。

・ 同じ環境 を共 有して 住む

人 々の生 活 に与え る政治
的・ 文化 的影 響を分析 す

る。

①民 族・集団の特徴・アイデンテ ィテ ィ

(そ の民 族・集団 のメ ンバーた ちを どの ように特定 するか ？

その民族 ・集団 のメ ンバーた ちは， アフ ガニ スタンに住 む

他の人 々とどのような点 において異な るのか？)

②民 族・集団のアフガニ スタン社会 にお ける位 置づ け

(そ の民 族・集団 は， どのく らい昔から アフガニ スタ ンに住

んでい るのか ？どこか ら来 た のか？構成 メンバ ーの人数 の

規模 はどれ くらいか ？アフガニ スタ ンのどのあ たりに住 ん

でいるのか？)

③民 族・集団の内戦 における働き

(そ の民 族・集団 は，他 のど の民 族・集団 と最 も激し く衝突

したか ？そ の衝突 は， 何に起 因してい たか？そ の民 族・集

団は， 内戦 にどう関与 したか ？あるい は， どう 内戦か ら身

を守 ったか ？そ の民族・ 集団 は， 暴力を 止め る過程 にどう

貢献したか？)

④内戦の影響・結果

(内戦は一般市民 にどう影響を与え たか？)

学 習 し た 社

会 的 ・ 歴 史

的 文 脈 に 基

づ く 分 析 ・

考察

(3)社 会的・歴

史的文 脈を 通

じた内戦の力

学の考察

調査結果 の

発表 と話し

合い

・ データ の分析 によ って新

たに得 られ た情報を共 有

す る。

・各民 族・集団の内戦への関与や影響

(各民族 ・集団 は， 過去10年 の 内戦 にどう 関与 し， また，影

響を受 けたか？)

(4内戦の分析･

考察と解決方

法の提案

調査結果 や

配布プ リン

ト に基づ く

話し合 いと

発表

・文章か ら情報を読 み取 る。

・ 同世代 の青年 の経験 を理

解 し， 同様 の状況 に対 し

て 自分 だっ たらど う対 処

するかを考え る。

・ 内戦が その国 の一般 市民

やイ ンフラ に与 え た影響

を分析 する。

⑤アフガニスタンの内戦 の原因分析

(自分が調べた内戦 の主な原因 は何か ？)

⑥紛争 解決の ために暴力 的手段を 用いるこ とによ る効果・ 影

響の考察

(武力 衝突は， いずれかの民族・集団の計画を推し進めたか？

そ れはどのよ うにして か？暴力 の行使や人 権 の侵害は，正

当化 されてい るか？そ れはな ぜか ？どうすれ ば人 権侵害 を

避けられたか ？)

⑦アフガニ スタンの内戦が人々 に与え た影響の考察

(内戦は一般市民 にどう影響を与え たか？)

⑧内戦の解決 に個人が果 たす役割 につ いての考察

( グリス・ ジョー ンズが担って いる のと同じよ うな仕事を や

ろうと考え たことはあるか？そ れはなぜか ？グリス・ショー

ンズは紛争を終 わらせ るのに実 際に貢 献できると思うか ？)

⑨内戦の概念・定義 の再考

(こ の内戦 は， 自分が よ く知 ってい る他 の内戦 と比べて， ど

う似 ている か？あるい は異な ってい るか ？内戦 は国家 間の

戦 争 と比 べて， ど う似て い る か？ ある い は異 なっ てい る

か ？)

⑩アフガニ スタン の内戦を 解決 する方 法の提案

(ア フガニ スタン の内戦 を終 わらせ るため，和平 の調停者 と

して，自分 だったら何を 提案 するか？)

(3)社会的・歴史的文脈を通じた内戦の力学の考察

続いて学習者は，調べた民族・集団についてグ

ループで報告を行う。そして，各民族・集団が，

過去10年の内戦(8)にどう関与し，影響を受けて

きたかについて話し合う。この話し合いは，匚内

戦の始まり，拡大，継続の要因となった立場や問

題の多楡陛と複雑性に関して，学習者たちが理解

“Conflict in Context" pp.193-198より筆者作成。

を 深 め る 尹 こ と を 目 的 と す る 。 す な わ ち ， こ こ

で は ア フ ガ ニ ス タ ン の 社 会 的 ・ 歴 史 的 文 脈 を 通 し

て ， 内 戦 の 力 学 を 考 察 さ せ よ う と し て い る 。

(4)内 戦 の 分 析 ・ 考 察 と 解 決 方 法 の 提 案

次 に ， 学 習 者 た ち は ，｢ 運 命 に 捕 ら わ れ て｣ と

題 す る 配 布 プ リ ン ト を 授 業 内 で ， あ る い は 宿 題 と

し て 読 み ， そ の 内 容 に つ い て 他 の 学 習 者 た ち と 話

－78 －



し合う
。このプリントに書かれているのは，仕事

としてアフガニスタンで現地市民の援助に携わる
，

あるアメリカ人青年の経験を綴ったエッセイ風の
文章であるｏこれは

，内戦に関わる個人の経験を

通して
，内戦のより現実的・具体的な状況に触れ，

内戦が個人の安全にいかなる影響を及ぼすのか
，

また
，内戦の解決のために個人がどのような役割

を果たすことができるのかについて考察させるこ
とを目的としているものと考えられる

。

最後に再び話し合いの場が設けられ
，学習者は，

この授業で学んだことについて発表をする
。ここ

では
，【表６】中の⑤～⑨のような問いが，内戦

を分析
・考察するための視点として示される。内

戦の社会的
・歴史的文脈に関する前出の①～④の

問いも踏まえた考察により
，内戦を解決する方法

の提案（【表６】⑩）が行われることとなる
。

このように
，本単元では，内戦の社会的・歴史

的文脈の理解と, Lesson2で学ぶ概念や技能とを
結びつけた分析・考察によって

，紛争解決の能力
育成を図っている。　　　　　　（長田）

Ⅶ。紛争解決能力を育成する学習方法論の意義と
課題
以上に明らかにしてきたように

，“Conflict in

Context”は
，紛争の解決に必要な概念や技能を

学習した上で
，個人・地域から国際レベルに至る

様々な種類の紛争を
，安全の視点を軸に，社会的・

歴史的文脈から分析し
，具体的な政治的手続きに

よる解決のおり方を考えさせるプログラムである
。

では
，本プログラムが示すような，紛争解決能力

を育成する学習方法論の意義は何であろうか
。そ

れは主に
三点考えられる。

第
一に，個人や特定集団の安全を考察すること

で
，国家間対立や南北問題のようなマクロな社会

構造と
，個人や諸集団の安全を脅かす具体的な紛

争（社会的論争問題）を関連付けることができる
ようになった

。さらに，匚安全」概念の導入は，

匚和解
・合意形成」以外の紛争解決の道を開き，

より現実的な政治的
・社会的選択を含めた紛争解

決能力の育成が可能となった
。このように安全保

障を紛争解決の方法として含めた場合
，個人や諸

集団は自らの価値観を維持しつつ，様々なレベル

-

の集団と関係性を保つことができるｏその意味で
，

「安全
」概念を紛争解決の手段として取り入れた

市民的資質形成の方法論の意義は大きい
。

第二に
，多様な紛争の解決を図る過程は，学習

者に経済や環境
，教育開発など多面的に安全につ

いて考えさせることで
，それらの共通要素を抽出

し
，分野横断的に安全の問題を整理して理解する

ことを可能にする气また
，「‾分野横断的に『安

全』の問題を探究することで
，安全概念の本質が

明らかにされ
，安全の問題に対して，どのような

処方箋が考えられるかも
，より明確になる」气

第三に
，紛争をその社会的・歴史的文脈から理

解
・考察させることで，学習者の社会認識を可能

にしている
。過去の紛争解決の教育は，その多く

が紛争解決のための概念や技能の学習のみを目的
としていたため

，ロール・プレイなどのアクティ

ビティが中心で
，社会認識教育としての側面が弱

かった
。それに対し，紛争の社会的・歴史的文脈

の学習を通して紛争解決能力の育成を図る教育は
，

社会認識教育としての役割も果たすことができる
ため
，社会科の中に位置づけることが可能となる。

では
，逆に課題は何か。主要な課題としては，

個人
，地域，国家，国際の各レベルの安全保障が

互いにどう関係し合っているのか
，総合的な理解

を形成することが難しい点が挙げられる
。

本プログラムは, Lesson3～5において
，個人・

地域レベル
，国家レベル，国際レベルへと，いわ

ば同心円的に安全保障と紛争解決の範囲を拡大さ
せる構成をとっているが

，個人や地域レベルでの

安全保障や紛争解決と
，国家レベルや国際レベル

でのそれとは
，同心円的・調和的に重なるものと

して
，同様の視点で捉えられるのだろうか。また，

国家と個人の安全は厂補完的であると同時に拮抗
しており

，状況次第で背景にある錯綜した問題群

が噴出するJoとの指摘がある通り
，個人や地域

の安全保障と
，国家や国際社会の安全保障は時に

は対立的に存在することも起こりうるｏこのよう
な場合

，子どもたちは，どのように安全保障に関

する紛争問題を取り扱うのか
。これは，身近な社

会的問題を通して子どもたちにある種の社会的論
争問題解決の知識や技能を育成しようとする

，同
種の授業が抱える課題でもある。　　　（長田）
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Ⅲ。おわりに

本稿では
，“Conflict in Context” の分析を通じ

て，どのような形で紛争解決能力の育成が可能か

を考察してきた
。"Conflict in Conteχt” は，これ

までの同種のプログラムとは異なり
，紛争を社会

的
・歴史的文脈を踏まえて分析し，実際的な政治

的意思決定過程を用い
，その上で，紛争解決のた

めの具体的で実効性の高い解決法を提示するもの
となっていた

。また，Ⅵで考察した単元「‾内戦」

のように
，紛争の背景にある諸集団間の政治的・

宗教的
・文化的背景など，紛争が発生・展開した

社会的
・歴史的文脈を踏まえた分析を行っている

点で
，社会認識教育としても優れたプログラムで

あるといえよう。

さらに
，本プフグラムで示唆される社会認識形

成や厂‾安全保障］概念を視点とした紛争解決の
能力育成は

，多文化共生社会における公教育を考

える上で
，匚包括性」を補完する新たな意義を持っ

てくる
。すなわち，多文化共生社会において，諸

集団間の相違が問題化されていない段階では
，相

互の匚尊重
」，または手続き的価値を共有した上

での合意形成が有効となろう
。しかしながら，一

旦
，その相違が問題化され，紛争が顕在化した場

合は
，歴史的・社会的文脈を踏まえた実効的な交

渉が不可欠となる
。その時に必要となるのは，よ

り上位の匚包括的
」集団からの垂直の視点（同じ

国民だからとか
，法的手続きに則ったとか）より，

身体的
，経済的，文化的など【表３】にあるよう

な個人や諸集団の匚安全保障
」が第一となろう。

これらは
，相互の匚尊重」という精神論ではなく，

具体的で実行可能な紛争解決手段を通して保障さ
れなければならない。

この
匚安全保障」概念やそれを軸とした紛争解

決能力育成は
，多文化共生社会における公教育に

おける国民形成と補完する形で
，相互尊重という

モラルを超えた市民的資質形成の
一つの重要な要

素として注目されるべきものとなろう。（谷口）

（1）“conflict”の訳
。「対立」や「葛藤」，「論争」，

「戦争」等の幅広い意味をもつが
，本稿では訳

語を「紛争」で統一した。
(2)Gayle Mertz & Carol Ｍ. Lieber, Conflict in

Contex:だUnderstanding£ocal to Global旅心喧y
，

Educators for Social Responsibility, 2001.(3)M. Levin, F. M. Newmann & D.W. Oliver, A
£α秤皿d Social Science Curt･iculum based on the
Analysis of？ublic Issi心: Final Repoだ, Office
of Education, 1969.や, D.W

。Oliver & F. M.
Newmann,戸晶靜厶ぶｗ旋ries/ Harvard Social
旅訪心丹可ect, American Education Publication,

1968-1974.
など。

(4)例えば，ウィリアム・Ｊ・クライドラー他著，

プヨジェクトアドペンチャ
ージャパン訳『対立

がちからに
ーグループづくりに生かせる体験学

習のすすめ
ー』みくに出版, 2001年(原書出版

年は1995年)は
，紛争や対立をクラス内の人間

関係に限定し
，個人の感情をコントロールする

ことによって対立の解消を目指した実践の代表
例である。

(5)“security"の訳
。本稿では，文脈によって，日

本語訳を｢‾安全｣と｢安全保障｣に使い分けた。
(6)ibid  p.lll.

(7)従前は
，いかにして他国による軍事攻撃(戦争)

の危険から自国と自国民を護るか(
＝国家安全

保障)に焦点が置かれていたのに対し
，冷戦終

結以後は
，主要国間での戦争の危険が低下した

ため
，国家安全保障の下で二次的・三次的なも

のとされてきた各個人が求める様々な種の安全
(
＝人間の安全保障)が表出するようになった。

また
，世界経済の相互依存や地球環境問題の拡

大もその要因となった。

(8)本プログラムが発刊された2001年時点で考えれ
ば
，ソ連軍撤退後のタリバンとムジャヒディン，

北部同盟を中心とする支配権争い
。

(9)ibid., p｡196.

皿赤根谷達雄匚『新しい安全保障』の総体的分析｣
，

赤根谷達雄
・落合浩太郎編著阡新しい安全保

障｣論の視座』亜紀書房, 2001年. p.93。
(11 )ibid.

茴納家政嗣匚拡大する安全保障論の構図
一個人，

国家，国際体系－]，納家政嗣・竹田いさみ編
『新安全保障論の構図』勁草書房, 1999年' pp-
4-50
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